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D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

政
市

ス
ク

ツ
ピ
ト

450年の時を受け継ぐ歴史と文化

大崎市民歌を広めたい、思いを込めたきれいなハーモニー

　9月9日・10日、岩出山南町商

店街通りなどで、第54回政宗公

まつりが開催されました。

　メインイベントの「伊達武者

行列」では、2 時間ほどをかけて

約1,000人が練り歩きました。約

420年前の歴史がよみがえるよ

うな勇壮な行列に、見物客は大

いに心躍らせている様子でし

た。

　9月7日、中央公民館を会場に「大崎市民歌を歌おう会」の練習会が行われました。昨年度から古川敷玉

地区公民館の主催事業としてスタートし、地区内外から70人余りの受講者が、毎月1 ～2 回のペースで市

民歌の練習を行っています。練習の成果は、10月15日にJ R古川駅前広場で行われる、新米まつり2017の

ステージイベントで披露します。

　この日参加した皆さんは、ピアノの伴奏に合わせて初めてのステージ練習。大きく口を開いて発声練

習を行い、メロディーや音程を確認しながら、一小節ずつ丁寧に歌っていました。本番に向けて、目線や

姿勢を意識しながらも、楽しく歌うことで笑顔があふれていました。

　大崎市民歌は、昨年の大崎市誕生10周年を記念して制作され、これまでもさまざまなイベントなどで

歌われています。市では、市の花・木・鳥や市民歌を普及する活動に補助金を交付しています。詳しくは、

政策課（23-2129）にお問い合わせください。

▲

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
チ
ビ
ッ
コ
た
ち

▲ステージに伸びやかな歌声が響く

▲

伝
統
の
伊
達
武
者
行
列

▲息継ぎや強弱に気をつけて情感豊かに歌う練習

9
月
の
主
な
出
来
事

1
日

●

第
63
回
全
国
こ
け
し
ま
つ

り
・
第
27
回
鳴
子
漆
器
展

（
～
3
日
）

7
日

●

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会（
～
11
日
・
仙
台
市
）

9
日

●

第
54
回
政
宗
公
ま
つ
り

（
～
10
日
）

●

松
山
コ
ス
モ
ス
園
開
園（
～

10
月
9
日
）

12
日

●

大
崎
市
議
会
第
3
回
定
例

会
（
～
10
月
6
日
）

13
日

●

古
川
地
域
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
６
カ
月
間
達
成
感
謝

状
贈
呈
式

16
日

●

大
崎
市
中
学
校
新
人
体
育

大
会
開
会
式

21
日

●

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
（
～
30
日
）

22
日

●

秋
の
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

30
日

●

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

（
秋
田
市
）

2017

▲メガネの相沢から、来庁者用に老
眼鏡を寄贈されました。

岩 出 山 発

古 川 発

　

9
月
5
日
、
鳴
子
観
光
ホ
テ
ル

を
会
場
に
「
第
5
回
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
認

定
農
業
者
や
関
係
機
関
職
員
な
ど

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
2
年
に
一
度
、「
選

ば
れ
る
農
業
」
を
目
指
し
た
学
び

と
、
農
業
者
間
の
活
発
な
情
報
交

換
、
交
流
を
深
め
る
た
め
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

第
5
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
米

の
流
通
と
価
格
動
向
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
の
視
点
に
つ
い
て
、

全
国
米
穀
販
売
事
業
共
済
組
合
理

事
長
の
木
村
良
氏
に
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

美
味
し
さ
か
ら
高
価
で
も
ヒ
ッ

ト
す
る
米
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
で
提
供

さ
れ
る
米
、
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

パ
ッ
ク
米
な
ど
、
近
年
は
、
生
活
の

多
様
化
に
対
応
し
た
米
が
消
費
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
話
で
は
、
時
代
の

変
化
に
応
じ
た
、「
消
費
者
が
求
め

て
い
る
米
」
を
常
に
把
握
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
や
「
サ
サ
ニ
シ

キ
」
の
発
祥
の
地
で
あ
る
本
市
に

も
、
実
り
の
秋
、
待
ち
に
待
っ
た

新
米
の
時
期
が
到
来
し
ま
し
た
。

農
業
者
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た

大
崎
産
の
米
を
、
ぜ
ひ
食
卓
で
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

米
ど
こ
ろ
大
崎
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

「
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催

　

大
崎
市
観
光
P
R
ポ
ス
タ
ー
が

完
成
し
、
9
月
5
日
、
報
道
陣
に
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
鳴
子
温

泉
地
域
湯
め
ぐ
り
広
場
の
足
湯
で

撮
影
が
行
わ
れ
、
お
お
さ
き
宝
大

使
で
あ
る
横
綱
白
鵬
関
と
、
市
民

が
笑
顔
で
憩
い
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
市
内
外
の
公
共
施

設
や
主
要
な
観
光
施
設
、
J
R
東

日
本
の
主
要
駅
な
ど
に
順
次
掲
示

し
、「
宝
の
都
（
く
に
）・
大
崎
」
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
崎
市
出
身
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン 

イ
ガ
グ
リ
千
葉
さ
ん

に
作
詞
・
歌
唱
い
た
だ
い
て
い
る
、

8
月
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

発
信
し
て
い
る
大
崎
市
応
援
歌
「 

M
y

 D
e
a
r 

大
崎
」
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
が
完
成
し
ま
し

た
。
市
内
各
地
の
名
所
で
撮
影
が

行
わ
れ
、
広
報
大
臣
パ
タ
崎
さ
ん

を
は
じ
め
に
、
多
く
の
市
民
に
出

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
P
R
ポ
ス
タ
ー
、
大
崎
市
応
援
歌
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
で
大
崎
の
魅
力
を
発
信
！

　

ビ
デ
オ
で
は
、
出
演
者
の
皆
さ

ん
が
、
軽
快
な
音
楽
に
あ
わ
せ
た

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
お
り
、
楽
し

く
見
ご
た
え
十
分
な
内
容
で
す
。

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:/

/

w
w

w
.c

ity
.o

s
a
k
i.m

iy
a
g
i.jp

）

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲「大崎市応援歌 My Dear 大崎」プ
ロモーションビデオの冒頭

▲これからの農業における重要な視
点を話す木村氏

▲市内各地の認定農業者が学びを深
めました

▲

「
満
員
温
礼
」の
ユ
ー
モ
ア
で
魅
力
を

発
信
す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー


